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定
価 一 ヵ 月 一 、 五 九 六 円( 本 体 一 、 五 二 〇 円)

本 号 一 部 二 七 二 円( 本 体 二 六 〇 円)
( 配 送 料 別)

]
市区町村の選挙
管理委員会の選
任した者

^
開票管理者の選
任した者

３ 開票所開閉時刻何年何月何日午前（後）何時何分開始何年何月何日午前（後）何時何分閉鎖

４ 拒否の決定等を受
けた投票 受 理 不受理

５ 開 票 の 結 果

\ 投 票 の 内 訳投票総数 有効投票
無効投票

無効投票率 ％

]

無

効

投

票

の

内

訳

点字投票以外の投
票

所定の用紙
を用いない
もの

〇の記号以外
の事項を記載
したもの

〇の記号
を自書し
ないもの

賛成の文字を囲んだ〇の記号及び反対
の文字を囲んだ〇の記号をともに記載
したもの

賛成の文字又は反対の文字のいず
れを囲んで〇の記号を記載したか
を確認し難いもの

白紙投票

点 字 投 票

所定の用紙
を用いない
もの

賛成の文字又は反対の文
字のほか、他事を記載し
たもの

賛成の文字又は反
対の文字を自書し
ないもの

賛成の文字及び反
対の文字をともに
記載したもの

賛成の文字又は反対の文字の
いずれを記載したかを確認し
難いもの

白 紙 投 票単に雑事を記載したもの
単に記号、符号を
記載したもの

^ 点 字 投 票 票

_
賛成及び反対の
得票数

賛 成 反 対

票 票

６ 開票事務従事者
１ 市区町村選挙管理委員会書記 何人

総数 何人 内 ２ 市区町村の職員 何人
３ その他の者 何人

何年何月何日調製
開票管理者（職） 氏 名

我々は、この開票録の記載が真正であることを確認して、署名する。
開票立会人 氏 名
開票立会人 氏 名
開票立会人 氏 名

別 記 第 六 十 八 号 様 式 （ 国 民 投 票 録 の 様 式 ）（ 第 六 十 七 条 関 係 ）

何年何月何日
執 行

国民投票録（二以上の憲法改正案がある場合にあっては、憲法改正案の種類）

１ 国民投票会開設場
所

何の場所

２ 国民投票会立会人 党 派 氏 名 参 会 又 は
選 任 時 刻

辞職の時刻
及び事由

\ 届出による者

午前（後）何時何分
事由 何々

]
国民投票長の選
任した者

３ 国民投票会開閉時
刻

何年何月何日午前（後）何時何分開会

何年何月何日午前（後）何時何分閉会

４ 国民投票の結果

\ 投 票 の 内 訳投票総数 有効投票
無効投票

無効投票率 ％

]
賛成及び反対の
得票数

賛 成 反 対

票 票

５ 国民投票会事務従
事者 総数 何人 内

１ 総務省の職員 何人

２ その他の者 何人

何年何月何日調製
国民投票長（職） 氏 名

我々は、この国民投票録の記載が真正であることを確認して、署名する。
国民投票会立会人 氏 名
国民投票会立会人 氏 名
国民投票会立会人 氏 名

備考
１ 国民投票分会録は、この様式に準じて国民投票分会長が調製するものとする。
２ この様式に掲げる事項のほか、国民投票長において、国民投票会に関し緊要と認める事項が
あるときは、これを記載しなければならない。この場合においては、補助用紙を使用すること
ができる。

備考
この様式に掲げる事項のほか、開票管理者において、開票に関し緊要と認める事項があるとき
は、これを記載しなければならない。この場合においては、補助用紙を使用することができる。
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